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３．素データ・ファイルの作成

ここでは、素データ・ファイルの作成について解説します。

ファイル形式3.1
素データ・ファイルはテキスト・ファイル（ ファイル）で作成します。エクセルASCII

などのスプレッドシートから変換すると、時として拡張子 が付くことがありますが、.dat
ウィンドウズ上で操作するときには、拡張子 に書き換えておいた方が使いやすいでし.txt
ょう。

データ入力形式3.2
①１行（レコードとも言う） 桁（カラムとも言う）以内の固定書式で入力します。80

固定書式とは、決まったカラム（桁）に決まったデータが入力される形式を言います。

自体は、 桁を超えても対応できますが、作業上は、画面におさまりやすく、プSPSS 80
リントアウトしても桁ずれが起こらないという点で、 桁にとどめておいた方がよさそ80
うです。また、データをケースごとに改行しない自由書式にも対応していますが、入力作

業やデータの修正作業を考えると、固定書式のほうが安全だと思います。

②１ケース（たとえば一人分の調査票）が複数レコードにわたっても構いません。この

場合、各レコードの１桁目にレコード番号（１，２，３）を入れておくと、編集の際に便

利です。

③第１レコード、２桁目以降には 番号を入れるのが普通です。ID
④量的変数も質的変数（カテゴリカル変数）も、すべて数字で入力しましょう。文字型

形式の入力も可能ですが、ファイルの変換などで制約が生じる場合があるので避けた方が

よいでしょう。

入力されたデータの例を図 に示しました。参考にしてください。3.1

データ入力形式に適合的な調査票のアレンジ3.3
のような素データ・ファイルを効率よく作成するためには、あらかじめ調査票にコ3.1

、 （ ）。ーディング用のカラムを印刷しておき カラム番号を付しておくと便利です 図 参照3.2
回収された調査票の回答番号等を、コードとして調査票のカラムに転記し、つぎにそれを

見ながらテキスト・ファイルに入力していけばよいのです。
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図 素データ・ファイルの具体例3.1

11001577000000002000000002222577000200000201000000000000000000000200000000

22222222221221222222222222222212212222222222222222122222222219999999999999999999

399999999999999999999999999999992222111332371123236811111222121018999999289991

11002166000100002020000002211233000200000400000002000000030201001000000000

22222111222221222222222122222222222222212221221222222122221222261222221107410123

321033322121064101232331111111332222292316201121234211241125110641310115220135

11003577000000042020000012221344000101000101010322030000000000000708020400

22222121222121222222222222222122212222222122222212222222221222151342221209581123

341311212222105811231211111111112122291293131147373112411124120823510413131054

11004577000003012010001002221577999999990301010100000000000000000705000000

22222221222212222122221222222222122222222212222222221222212223121331122207250321

330912312222073811231999999999992222112333295136242912222222920816710321240653

11005233000201003020000001222888888888880300010003010000000101000000010200

22122222222212222222221222222222122222222222212212222221222222011111111104150423

320111121212021607121211111111112222292233005137230411122322920226490721999999

11006243000000011000000002222888000000000002000001000000000000000200000000

22222222221222222222122222222212222222122222222212222222221222081152212207340198

370722221222085106231211111112112222292336026227232612343343120334810123999999

1,2,3この例では、１ケースが３レコードから構成されている。各レコードの１桁目はレコード番号で、

となっている。また、第１レコードの２桁目は地点番号で、表示された例では、すべて１が入力されて

いる。３～５桁目は、３桁のサンプル で、 （１行目 、 （４行目 、 （７行目） となってID 001 002 003 .....） ）

いる。
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図 調査票のアレンジ3.2

右上に、レコード番号、地点、サンプル番号を記入するカラムを用意しておく。調査票右の□も、コ

ーディング用のカラムである。

、 ， ， 。カラム数が 桁を超える場合 レコード番号２ ３ を入力するカラムを用意しておく必要がある80 ...


